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伴走支援の事例

東京都内の社会福祉法人、従業員数300人以上、設立後30年以上

介護老人福祉施設２件（定員120名、職員81.2名／定員138名、職員74.9名）

業務効率が悪く、人員が過多な状況となっている。
テクノロジーを活用して効率を向上をしたい。

支援施設

法人概要

ご相談
趣旨

現場全体の労働人数・時
間の状況はどのようにな

っているか？

上記の労働人数・時間の
背景には何があるか？

問いの設定 分析

シフト分析

因果関係分析

業務時間分析

業務フロー分析

提案

他事業所と比べて非効率な記録・
情報共有業務を削減する施策

ケアの質の向上について改めて
「考え」「話し合う」活動の促進

継続
的な支
援

定
量

定
性

定
量

定
性

成果

成果①

記録・情報共有の
業務時間削減

成果②
職場の基礎体力

向上

①分析・意思決定のサポート
②意思決定に基づいた実行支援

業務改善プロジェクトの体制デザイン・構築支援

意思決定プロセスの設計

業務の標準化・フローの整理

導入機器の選定支援

記録媒体の整理

業務改善に関する
職員への教育・OJT

コンサルティングの流れ

支
援
内
容
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